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総持学園は、現在、大学、高等学校、中学校、幼稚園を持つ総合学園に成長し、創立九十周年を迎えている。記念す
べき創立九十周年を迎えるに当たり、総持学園の教育経営について、学園の起源である鶴見大学附属中学高等学校（以下、本学園中高と表記）に焦点を て建学の精神と宗 教育とを基盤とした価値創造について論じていくことにする。　
本論においては、まず 総持学園の歴史と建学の精神を概観し、建学の精神の現在化をどのように進めていけばよ
のかということについて検討 加 。次に、独自の教育施策を戦略論的視点から考察し、本学園の建学の精神に基づいた教育方法の可能性について論じる。　　　
一、建学の精神と教育の理念
　
総持学園の前身は、大正十三年、中根環堂初代校長が受け継いだ光華女学校という実業学校であった。その後、總
持寺開祖瑩山禅師六百回大遠忌の記念事業として新たに鶴見高等女学校が併設される。建学に際し は、「瑩山禅師
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のご誓願による宗教的情操をもつ女性の育成を図る」ことが教育目標とされた
（１）
。
　
中根は、光華女学校再興について「女子教育は重大である。ことに、精神を大いに作興せねばならぬ大事な時局を
考える時、どうしても禅的行の教育 施し、真 日本人らしい日本人、女らしい女を作り出さねばならないと痛感し、私は敢然 光華女学校の再興を引き受ける決心をした。
（２）
」と述べている。
　
では、中根の行った「禅的行の教育」とはどのようなものであったのか。学園の歴史 綴った記念誌に、中根は、
「宗教教育を徹底させるには、毎朝床に静座して読経 黙念して、宗教的信念を生徒の心に植え付けねばならないと信じ、その道場としての講堂が是非とも必要であると強調
（３）
」したとある。
　
中根は、学園創立間もない頃、まだ校舎も完備していなかった時期にすべてに優先させて講堂の建設を行ってい
る。講堂は、禅による行の教育を徹底させるための道場であるという が中根の考えであった。中根は、心を整えなければ何事も成就するものではないとして、講堂での毎朝の正座、そして、聖歌の斉唱、読経 断行した。当時から板の間に坐ることに対しては反対もあったよ だが、何をする にも心の落ち着きは必要で 必ず坐れば心が落ち着くとして、それを教育の柱 した。　
中根は倫理学者であり、また宗教家でもあった。彼は、その知識と経験をもとに行と身心との関係性を基盤とした
実践教育を行った。　
中根の考える宗教教育とは次の通りである。
　
教育の根本は人物を作ることである。真の日本人としての日本人、婦人らしい婦人を作ることである。智
者とか、学者を作るばかりが教育の目的であってはならない。　
社会に役立つ人間、肚の出来た人間を作らねばならない。如何なる大事に対しても恐れず、小事に対して
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も侮らず、貧に処しても屈せず、海が干しても騒がず、泰然自若、能く確固不抜の精神と金剛不壊の信念を持し、自己の所信をあくまで貫徹する人でなくてはならない。　
それにはどうしても宗教を確立せねばならない。宗教教育とは、単にむつかしい経典とか、仏教の哲理を
講釈することをいうのではない。　
米一粒、水一滴も、皆大自然の賜物であり、神仏のみ恵みである。それを粗末にしたり、無駄にしたりす
るのは、もったいない、罰があたる、冥加につきるという一つの堅い宗教的信念を植えつけねばならない。（中略）　
そこで、私は「行の教育」をモットーとした。また「威儀即仏法」「作法是宗旨」といっている通り、日
常の坐作進退が法にかなって居らねばならない。　
修学旅行をしても、これは単なるリクレーションではない。学業の延長であり、生活の実習である。だか
ら、列車の中には紙くづ一つのこさない。旅館ではちゃんと布団をたたんで、角をそろえて積みかさね、靴、スリッパはちゃんとそろえて置く。なんでもないことのようだが、その事が即ち仏法にかなった行持なのである。（中略）　
元来、仕事を仕事として勤めるようでは、まだ本当の仕事として価値を認めることは出来ない。何一つす
るについても「尊い仕事魂込めて」するのでなければ、真の仕事は出来 仕事に魂を打込んでするときが、仕事三昧になった時である。　
三昧になった仕事こそ坐禅であり、仏作であり 仏行である。されば日々の行持の外に、宗教のあるはず
はない。即ち日々の仕事そのものが宗教にならねばならぬ。　
宗教教育とはこういう理念に立脚した上での行の教育なのである
（４）
。
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現在においても中根の残した行を根本とした教育は、本学園中高の学校生活の中で、毎日、粛々と行われている。
しかし、長い時を経れば、それが徐々に形骸化していくことも考えられる。形だけが残りその根本思想が忘れ去られれば、伝統として継続さ てきたこれらの「行の教育」も、知育偏重の世相の中で、簡単に捨て去られてしまうことになりかねない。　
本学園中高は、近年に立て続けに行われた改革により大きな転換期を経て現在を迎えている。平成十九
（二〇〇七）年度より鶴見大学の併設校から鶴見大学附属という位置づけになり、さらに、平成二十（二〇〇八）年度より共学に移行した。これによって、平成十九（二〇〇七）年度は、鶴見大学附属鶴見女子中学高等学校、平成二十（二〇〇八）年度には、鶴見大学附属中学高等学校と二年連続 校名変更が行われた。この共 化を機会 良妻賢母型の教育から、共学に合致した教育内容へと移行していくことになった。　
中根が説いた「行の教育」は、女子校から共学校に移行しても充分継続しうる「 理念」である。ただし、中根
が八十年前に論じたときと同じ目線を持ちながらも、次世代にとって本当 必要な教育とは何かを、「行 教育」という「教育理念」を根本に、身体、こころ 行の側面からもう一度捉え直していく必要がある。それが新たに再出発をする本学園中高の建学の精神の現在化 繋がる。日本人が伝統的に培ってきた身心一元の教育による人間形成を途絶えさせ ことなく次 世代に残すことこそ、禅、そして行の教育を標榜する本学園中高の社会的役割である。　　　
二、教育資源としての禅的行の教育と教育理念の現在化
　
総持学園は、約一万五千を数えると言われる全国最大の寺院を有する禅宗、曹洞宗 大本山總持寺が母体である。
よって、その学園が行う禅の教育は、必然的に日本における禅の総本家 「禅的行の教育」というこ になる。これは 他校には模倣困難な教育的資源である 言える。
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近年、国際化の波が様々な形で押し寄せている。しかし、世の中が国際化すればするほど自国の文化や風習を相対
的に意識せざるを得なくなる。日本における禅文化は、日本文化に直結している。その日本における禅の中心的存在である曹洞宗の總持寺を母体とする総持学園は、国際 の潮流の中で、むしろ日本における仏教文化の探求や海外への発信という役割を担うべき存在であ と考えることもできる。　
中根は、アメリカに留学し博士号を取得し帰国した経歴の持ち主である。そ 根があえて学園の教育理念につい
て「真の日本人 しての日本人、婦人らしい婦人を作ることである。」と述べていることに注目しな ればならない。この理念は「真の日本人としての日本人、日本人らしい日本人を作 ことである。」 置き換えることも可能である。国際化の潮流の中でこそ、自国文化におけるアイデンティティを持つこ の重要性を説くこの視点は、現在においても、依然として大切な教育的視点になり得るものである。そして、現在の学園を取り巻く環境の変化や、本学園中高の共学化に際しても、中心的教育目標として掲げることができるものであると考えられ　
中根の掲げた教育理念の主なものを箇条書きにすると次のように表すことができる。
（一）自校における教育の目的は、真の日本人としての日本人、日本人らしい日本人を作ることである。（二）三昧になった仕事こそ坐禅であり、日々の仕事そのものが宗教にならねばならぬ。（三）「行の教育」による宗教的信念を持った社会に役立つ人間、肚の出来た人間を作 ねばならない。
　
「建学の精神」は、時代の推移とともに常に形骸化の危険にさらされている。よって、教育理念の現在化を行って
いくことで、「建学の精神」の形骸化を防いでいくことが重要になる。現在 おいても中根の言葉は、そ まま 充分に教育理念として掲げることのできる要素を持っ いる 考えられる。よって、それをさらに充実させ ための教
― 288 ―
育理念の現在化を常に行っていく必要がある。　　　
三、教育理念「大覚円成
　
報恩行持」の現在化
　
　
総持学園では、「大覚円成
　
報恩行持」を教育理念として掲げている。これを二大眼目と呼んでいるが、現在で
は、この二大眼目を「感謝のこころ育んで
　
いのち輝く人となる」や「感謝を忘れず
　
真人となる」との現代語訳を
行い、学園内における 浸透を行っている。それは、教育理念の現在化という意味において、それなりに意義のあることである。しかし、平易な現代語訳を行ったことで本来の言葉に含まれている意味が抜け落ちてしまう危険性にも留意する必要がある。すなわち、二大眼目は、漢字表記そのままで理解することも重要だということである。　
「大覚」とは、釈尊の成道、すなわち仏陀の大いなる悟りを意味している。そして、「円成」とは、円満に仏の
心、すなわち大慈悲心が成就すること 意味している。よ て、「大覚円成」とは、「仏陀の大いなる悟りとそれに伴う大慈悲心の成就」を意味してい と理解することが可能であ　
釈尊が悟りに至る前提として、この世は苦しみに満ちているという認識があった。そして、仏教は、その苦しみの
中にあっても その根元を分析的に理解 で執着心を捨て、悟りを得ることで安心を得ることを目指した。さらにその上で、大慈悲心を持って衆生を救済していくことに意義を見いだした。すなわち 現代的 言えば、釈迦は、この世 苦しみの原因を分析的に理解し受け入れる精神性を獲得す ことで安心を得、さらに、他者を思いや気持ちを持ちながらその安心を世 中に波及させていくために人生 送ったと言える の精神性は、「大覚円成
　
報恩行 」という言葉の中に凝縮されてい 。そして、中根の本学の教育理念に関する言葉にも れ 反映されている。　
中根は、前出の通り「如何なる大事に対しても恐れず、小事に対しても侮らず、貧に処しても屈せず、海が干して
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も騒がず、泰然自若、能く確固不抜の精神と金剛不壊の信念を持し、自己の所信をあくまで貫徹する人でなくてはならない。」と述べている。　
「自己の所信をあくまで貫徹する人でなくてはならない。」とは、自らの人生上の目標を達成できるような人に
なって欲しいという中根からの生徒に対するメッセージが込められていると解釈できる。また、それにはさまざまな困難を伴うであろう 、その困難に対しても「宗教的信念」に基づいて克服していけるような精神性を備えてほしいと願っているとも思われる。　
では、中根が述べている「宗教的信念」とは何を指すのであろうか。それはなにも仏教への入信を前提とした信念
を説いているわけではなか 。中根は、「宗教的信念」について、「禅的行の教育」によってそれを育むのだと述べ、さらに「宗教教育と 、単にむつかしい経典とか、仏教の哲理を講釈することをいうのではない。米一粒、水一滴も、皆大自然の賜物であり、神仏のみ恵みである。それを粗末にしたり、無駄 したりする は、もったいない罰があたる、冥加につきると う一つの堅い宗教的信念を植えつけねばならない。」と述べてい 。また、「『威儀即仏法』『作法是宗旨』といっている通り、日常の坐作進退が法にかなって居 ねばならない。」とも説いて る。中根が説いているのは、日常生活に根ざした生活信条 確立である。よって、「宗教的信念」とは、各々 持つ損得勘定を超えた形而上的信念を意味しているのであり、自らの生き 意味を規定する 学
（５）
や生活信条のようなも
のを指していると考えてよい。そのような信念を持た け ば 人生上の様々な困難を克服し 「自己の所信をあくまで貫徹する」ような人材になることは困難であると考えて る であろう。そして、その信念を固めるた に、本学では、仏教主義的な教育に基づいた具体的な「行の教育」を行っていく だということ である。　
ここまでの議論を生徒にとっての教育理念の現在化という視点でまとめると、「大覚円成」とは、「人生における
大いなる目標を設定し、その目標 達成されるように最大限の努力を行 、それを成就させること」であると解
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ることが可能である。　
では、「報恩行持」はどのように捉えるべきであろうか。「報恩」とは、文字通り「恩に報いる」ことであり、
「行持」とは、「仏道修行を怠らずに続けること」を意味する。中根は、前出の通り、「修学旅行をしても、これは単なるリクレーションではない 学業の延長であり、生活の実習である。だから、列車の中には紙くづ一つのこさない。旅館ではちゃん 布団をたたんで、角をそろえて積みかさね、靴、スリッパはちゃんとそろえて置 。なんでもないことのようだが、その事が即ち仏法にかなった行持なのである。」と述べている。やはり、こちらも、日常生活が理にかなった形で行われることの重要性 説いていると思われる。また、特に、「行持」という言葉の中には菩薩道の実践と う意味合いも内包している め、利他の精神をも含んでいると考えられ　
我々は、自分以外の存在との様々な関係性の中で生きている。日々の食事も動植物のいのちを頂いているという意
味においては、その恩を受けていることになる。ま 、今 ここにこうして生きていられるのは、先祖から続くいちが一度も途絶えること く連綿と現在まで続 てきたからこその とである。そのように考えると さまざまな恩によって生かされてい 自分という存在をしっかり 意識し その恩に報いていくため 実践活動を行っていくことが、「報恩行持」の意味であると考えることができる。　
このように考えても「大覚円成
　
報恩行持」という八文字は様々な意味を内包していることがわかる。よって、
「大覚円成
　
報恩行持」の持つ本来の意味を損なわずに、生徒自身に取っての「大覚円成
　
報恩行持」の意味の探求
を促していくことが、教育理念の浸透を行って く上 非常に重要なことであると思われ 。　
また、学校改革や戦略的教育改革、生徒募集における入試戦略等においても、この教育理念の現在化を常に意識し
て行う必要があると考えられる。
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四、戦略論を基盤とした教育経営
　
本節においては、教育理念の現在化に基づく戦略的教育経営について論じる。
　
　
先に述べたとおり、鶴見女子中学高等学校は、平成二十（二〇〇八）年度より共学化し、鶴見大学附属中学高等学
校と名称変更を行っている。これまでに体制変更に関するもので打ち出された施策は次の四つである。
（一）平成十九（二〇〇七）年度
　
鶴見大学の附属化
　
（二）平成二十（二〇〇八）年度
　
中学校の共 化と高等学校の特別進学クラスにおける共学化
（三）平成二十一
( 二〇〇九）年度
　
全面共 化
　
（四）平成二十一（二〇〇九）年度
　
新校舎の建築、教科型教室の導入
　
　
大学の附属化については、先に述べたように平成十九（二〇〇七）年度入試から行われた。同年度に鶴見大学附属
という冠が従来の校名の上につき、平成二十（二〇〇八）年度に中学校の共学化と高等学校 特別進学クラスの共学化が実行された。　
（一）の「鶴見大学の附属化」は、戦略論の立場では資源ベースのアプローチであると言える。それまでは、大学
と中高は併設という立場を取っており、一定の推薦入学枠が用意されているという以外は、特に連携は行われてこなかった。しかし、本学園中高の鶴見大学附属化に伴って、人事交流や施設設備の共用といった施策が次々に打ち出された。平成十八（二〇〇六）年度に就任した校長は、短期大学部の教授であった。また、平成十九（二〇〇七）年度には、中高から短期大学部に二名の教員が移動した。さらに、同じく、平成十九（二〇〇七）年度から、大学の中高
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教職課程における教科教育法の講義に、中高の教員が非常勤講師として派遣されている。　
施設設備については、例えば、大学図書館が平日は夜八時まで開館しており、閲覧室や個別の自習室も完備してい
ることから、本学園中高生もある程度自由に使えるように学園内の環境が整備されつつある。　
大学図書館の利用という点については、本学園中高にとって、資源ベースのコストリーダーシップが発揮できるた
め、他校との競争戦略上、優位な要因になると考えられる。中高単独の私学において、このような施設設備や夜八時までの開館時間を実現しようとすると、その実現にはある程度のまとまった経費が必要になる。 っ 、他校には模倣困難な施設利用法であると言える。また 大学附属校で ったとしても、大学と同じ敷地内に中高がなければ施設設備の共用はできない。同一敷地内にある大学と中高の施設設備の共用は、そのような意味においても他校に対して圧倒的なコストリーダーシップを発揮することのできる資源であると考えられる。　
（二）の「中学校の共学化と高等学校の特別進学クラスにおける共学化」と（三）の「全面共学化」については、
戦略論の視点で言えば、女子校から共学校へのポジショニング移動であるため ポジショニングアプローチの戦略という位置づけになる。　
本学園中高が共学になる数年前から、近隣の私学では共学化によるポジショニング変更が少しずつ行われ始めてい
た。そして、共学化した学校は、それが功を奏したのか入学希望者を伸ばすケースも散見された。それに対して、当時の本学園中高は、生徒募集に苦戦しつつあった。その当時、他校が共学化す こと よって 自校がどのような影響を受けるのかという視点は希薄 あった。近隣の男子校が共学化した際には 本来なら本学園中高に入学を希望したであろう女子生徒がそちらに流れる可能性も留意しておく必要があった。しかし、当時は、それ ついて 議論具体的施策のレベルで行われることはなかった。　
当時も、時代の流れに応じて本学中高も共学にするべきである いう意見は存在した。しかし、女子校のままで行
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くべきだという意見も同時に根強かった。それについての論点をまとめると、次のような内容に集約される。
①八十有余年という長きにわたり女子教育を行ってきた本校の校風が、共学化によって失われてしまう可能性がある。②男子生徒を受け入れるための教育資源の蓄積や大学の指定校枠等を含めた受験対策についての実績がない。③男子生徒のための部活動（野球部、サッカー部など）の整備、男子トイレなどの施設設備を新設するため　
の追加投資が必要になる。
④共学化すれば、公立校と同じ共学校という領域で生徒募集 うことになり、競合する学校が増えてしまう。⑤先に した学校にすでに市場を奪われており、最後発で参入しても 生徒を獲得できる可能性は低い。
　
当時の本学園中高は、長い歴史と伝統、女子教育で培った校風を基盤に、教員の教育力を向上させ、教育内容をさ
らに充実させることによって、生徒募集の苦戦を回避しようという方針を採 しかし、その戦略に沿って行った様々な学校改革は、効果が少しずつ出始めてきていたとはいえ、一進一退を繰り返すような場面もあり、生徒募集を劇的に好転させる程の成果をあげることはできなかった。　
そして、結果的に平成十八（二〇〇六）年度における大学附属化の決定に伴い、短期大学部教授が学校長に就任す
ると共に平成二十（二〇〇八）年度 共学化することが経営方針 して打ち出されることになった。女子校から共学校への大幅なポジショニング移動が行われることになったのである　
さらに、校長のリーダーシップのもとで、共学化を前提 （四）の「新校舎 建築、教科型教室の導入」が決定し
た。また、それに伴い、制服も新しいデザインに変更され に った。このような一連の改革は、学校説明会おける人数を飛躍的 増加させた。この参加者増加の要因をどのよう 分析していくかということが、今後の経営戦
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略上の重要な鍵になる。　
ここで、先に挙げた改革をもう一度競争戦略の視点から整理してみよう。（一）の「鶴見大学の附属化」は、併設
校から附属校へというポジショニング移動である。また、学園の資源を活用したポジショニング移動であることから、資源アプローチをベースにしたポジショニングアプローチであると理解することもできる。　
（二）と（三）は 女子校から共学校へという完全なポジショニング変更であるため、ポジショニングアプローチ
である。　
そして、（四）の新校舎の建築 ついては、資源アプローチであり、それに伴う教科型教室の導入は、今後様々な
点で教育方法に関する模索を続けていかなければならないため、学習アプローチであるということになる。　
先に、共学化については、女子校存続を唱える意見も根強かったと述べた。しかし、結果的に共学化決定後の学校
説明会等における参加者は増加した。それは、本学園中高の有する資源が、女子生徒はもとより男子生徒にとっても優位に働くものが多かったということ 証明して るのかもしれ 。　
具体的には、次の三点である。
Ⅰ
　
当時の横浜～京浜エリアには、中高一貫の共学校の数が少なかった。
Ⅱ
　
本学園中高の偏差値はまだそれほど高くなっておらず、それにもかかわらず大学の附属校であり、大学進学がある程度保証されるという意味においては、もともと四大志向の強い男子生徒にとってメリットがあった。
Ⅲ
　
大学に歯学部があり、神奈川県内において、歯学部のある大 の附属校は本学園中高だけであった。
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次の文章は、当時の本学園中高に関する受験雑誌の記事である。
　
もともと横浜～京浜エリアには、中高一貫の共学校の数が少なかっただけに、とくに男子の受験生にとっ
て同校の共学化は朗報です。さらに、新しい学園環境に加えて、来春から制服も刷新。中・高・大連携教育を進める一端として鶴見大学歯学部への推薦進学も枠を拡大するなど、矢継ぎ早に改革を進めて、受験生にとっての魅力をプラスしていま
（６）
。
　
女子校を存続すべきだとする意見は、①、③にあげたように、女子教育に特化した教育資源が共学化によって失わ
れてしまうのではないかという懸念と、男子を受け入れるための教育的受け皿についての不安がその主な理由であった。しか 、もし、本学園中高の資源が、女子生徒はもとより男子生徒にとっても優位に働いているという仮説が正しければ、①と③にあげた懸念材料は、本学園の既存の資源がそれ以上の優位性を持っていたため払拭されたということになる。そ て、④については、校舎の老朽化に伴った新校舎建設を併せて行ったことによってすでにほぼ解決されている。そうなると 残る懸念材料は、②だけだということになる。これについては、今後、様々な形 検証を続けていかな ならない。　
また、ここで留意しなければならないのは、これまでの改革が「マーケット・イン
（７）
」の段階に止まっているのでは
ないかという点である。現在の戦略は、市場のニーズに合致する いう「マーケット・イン」 段階に止ま おり、「コンセプト・アウト
（８）
」の段階に到達していないのではないかという議論である。今後この教育改革が本当の意
味での教育的価値を持つためには、学習アプローチによる組織全体の教育力アップが必要になる。要するに②について、教育内容を継続的に充実させていか ければならないと うことであ 。これは、ホームルーム型教室から教科
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型教室への転換という教育方針の中で、最も重要度の高い課題になると考えられる。　
また、「コンセプト・アウト」を実現していくためには、建学の精神の現在化と教育理念の浸透を確実に実行して
いく必要がある。それは、本学園中高がオンリーワンの存在になっていく上での重要な教育経営戦略となる。　　　
五、ホームルーム型教室から教科型教室へ
　
本学園中高は、平成二十一（二〇〇九）年度より新校舎が完成し教科型教室の導入が行われている。ホームルーム
型教室から教科型教室への変更である。　
本学園中高では、今まで、学年単位で様々な教育活動が行われてきた。この活動を、より教科主体の教育にシフト
していくために教科型教室を中心とした新校舎が建築された。これにより、学校生活の主体が学年主体から教科主体に徐々に移行していくことになる。教員の行動パターンも以前と異なってくるため、成果がどう出るかについては今後継続的に検証が必要になる。　
これまで、本学園中高においては、どちらかといえばホームルーム中心の管理型教育が行われてきた。もともとの
建学の精神は、良妻賢母を育てる を主眼としたものであり、その名残は共学化直前まで根強く残っていた。教科活動中心 学校生活というよりは、学校生活をけじめを持ってしっかりと過ごして欲しいという の教育方針 色濃く表出していたといってよい。よって、ホームルーム活動を主体とした、生活態度や服装容疑を担任教師がきめ細かく指導するというホームルーム管理型の教育活動が行われてきた のため ホームルーム型教室から教科型教室への移行が学校方針として打ち出された際、様々な懸念 生 た。そ 多くは 生徒のホームルーム活動に対する意識が低下すると、生徒の生活面 おけるサポートが相対的 低下してしまう で な かという懸念であった。教科型教室になると生徒達はホームル を拠点とせず、時間ご 様々な 室に移 て授業を受けることになる。通
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常のホームルーム型教室においては、音楽科や家庭科といった特別教室を使う必要のある教科以外は、ホームルームで授業を行うのが一般的である。しかし 教科型教室が導入されれば、国語や数学においても の教室で授業が行われることになる。生徒が授業ごとに頻繁に校内を移動することになるのである。　
これまで、ホームルーム担任は、なるべく生徒をホームルーム教室という教員の目の届くところにおき、生活指導
や学習指導を行ってきた。いわゆる、ホームルーム担任が、生徒の生活全般をホームルーム教室を基軸として支援していくことによって生徒の学校 活を把握していくという形である。よって、必然的にクラスの生徒の状況を一番よく知っているのはホームルーム担任であった。 たがって、学校生活の主体が、ホームルーム教室から各教科に移行することに多くの教員が不安を覚えたの 。そして、議論の結果 「教科エリア」と「ホ ベース」という新しい学びの形態を採用することになっ　
次の文章は、受験雑誌に取り上げられた本学園中高の「教科型教室」に関する解説である。
　
教科エリアとは、生徒の興味・関心や探求心を引き出し、より深い学習に取り組むことのできる学びの空
間。そこには教科センターという学びの拠点が点在する形になります。　
「ここが完成したときには、自分の好きな教科のエリアに入り浸るような生徒がたくさん出てくるといい
ですね」と話すのは、昨年から同校の校長に就任した伊藤克子先生。　
ホームベースとは、従来のホームルームのように、クラスの仲間が、ひとつの集団としてまとまり、交流
し合うための、いわば「集いの拠点」です。こうした部屋が全クラスのため 用意されるところが、従来の「教科教室型」校舎を、さら 進化させた ならではの特徴です
（９）
。
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ホームルーム型教室はその機能を縮小して残されることになったが、学校方針として教科型教室を中心とした教育
を行うことが打ち出された以上、教員は、この環境に関する有効な教育活動について模索していかなければならない。よって、生徒に対する接し方についても管理型からさらに一歩進んだ視点を持つように全教員のコンセンサスを形成していくことが重要にな 。　
現在、様々な教育の現場で、生徒の内面からわき上がっ くる知りたいと思う力、探求心をどのように発掘してい
けばいいかという議論が盛ん 行われている。受動的教育から能動的教育への転換である。これは、教育の根本であるが、これを実現するのはなかなか難しい　
現在の世相においては、サービスをより便利に受けられるのが当たり前であると った風潮が強い。したがって、
そのようなサービスに慣れすぎている生徒達は、授業の際に、親切にプリントや資料をそろえて授業をしてくれる先生がよい先生であると う評価 下しやすい。しかし、そ ような、なんでもかんでもお膳立てする教育が本当によい教育であるかという は教育を行う側でもしっかりと議論しておく必要がある。　
教育における最終目標は、体系的な知識を得るとともに、教育を受ける側 能動的な学習の姿勢を醸成していくこ
とにある。 徒の内側に生じ 問題意識が、生徒自身の自発的活動によって解消されていくという機会を用意するこが教育方法の大きな課題になる。　
近年、自己教育力向上の必要性がさまざまな場で議論されている。自分で、積極的に情報を取得する能力、そし
て、その情報の中から自分自身を再教育して く能力 備える が生徒にも求められて る。　
本学園中高においても、校舎新築によって、教員や生徒の生活動線が変化していくことになった。ホームルーム教
室主体の管理型教育から教科型教室 発的動機喚起型教育への移行である　
伊藤校長（当時）の 「ここが完成したときには、自分の好きな教科のエリアに入り浸るような生徒がたくさん出
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てくるといいですね」という言葉は、そのことを意味している。よって、教科型教室を導入するにあたって、教員間でこの内発的動機を大切にする教育を具体的にどのような形で行っていけばよいのかという議論を活発に闘わせていく必要がある。　
本学園中高のこれまでの学校行事を振り返ってみると、合唱祭や光華祭（文化祭）等の学校行事の活動は、生徒の
内発的動機によって支えられてきた教育活動であったはずである。そこには、競 合いの精神やみんなで一つのものを完成させたいという共感力の育成など様々な内発的動機が誘発される機会が用意されて た。それらの活動を基盤にし教科活動にどのように結びつけていくかということが今後の重要な視点になっていくはずである。そして、具体的にそのような教育を展開し いくためには、どのよ な教育資源を活用すべきかという議論が同時に必要になる。　
そう考えると「堀川の奇跡」と言わ た京都市立堀川高等学校（以下、堀川高校と表記）の教育活動が重要な視点
を与えてくれると思われる
）（1
（
。堀川高校は、「課題探求型」の学習を行い、学習することそのものへの興味や関心を引
き出す教育を行っている。　
伊藤校長
( 当時）の言葉にもあったように、「課題探求型」学習を取り入れることで、生徒が自分の研究課題に取
り組むために、放課後も好きな教科エリアの教室に入り浸っ いるような環境を作ることができれば、教科型教室を十二分に機能させていくことが可能にな 。教科型教室をベースにし 内発的 機 喚起する「課題探求型」学習の実施である。生徒が自ら研究テーマ 決め、それを自発的に調べて くこと よって、自己教育力を高めていくとう過程を教員が支援していくという教育実践である。　
また、その際の指導で、生徒の研究課題が高度な専門的知識を必要とするような場合があれば、学園内の教育資産
を活用することも視野 入れることができる。例えば 鶴見大学に専門の先生がいれば、そこで指導をしてもらってもよい。そのような機会 生ま れば、そのまま、鶴見大学 進学して研究 続 ることも可能になるし、他大学に
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進学してその研究を発展させてもよい。そうなれば、結果的に、学園内における教育資産のバリューチェーンを拡大していくことができる。そして、それは同時に他校との差別化や競争優位を生み出すことなり、本学園独自の新しい価値を創造していく要因になる。　
教科型教室は、教員の管理によって生徒を掌握しようとするのではなく、生徒を主体的行動へ誘うことで、内発的
動機により、やる気を引き出していこうという教育の本来のあり方に対する新たな挑戦でもあ 。そのことを教員全員が理解した上で教科型教室におけ 授業を展開することが重要である。　
ただ、校舎や教室の形態が変わっただけで、教員や生徒の意識が変わらなければ、教科型教室に投入する資源は無
駄になってしまう。そうならないためにも、教科型教室に関する教育内容についての議論は、全教員で活発かつ継続的に行われるべきである。　
そして、そのような教育が少しずつでも実現できれば 必ず大きな価値創造が行える教育へとさらなる発展を遂げ
ていけるはずである。また、その根本には、伊藤校長（当時）が、教科エリア（教科教室）とホームベースをそれぞれ、「智慧」と「慈悲」を育む場であると定義 ように 仏教主義に基づく建学の精神を基盤 した教育理念が生かさ ていなければなら い。　
本学園中高が、教科教室型 校舎であることの利点を活かし、生徒の知的好奇心 喚起するような「課題探求型」
学習への取り組みを発展させていくことで 将来的に、その学習へ 取り組みから 生徒一人ひとりが「人生における大いなる目標」を見 だし、世の中に貢献 きるよ 人材に育ってくれれば、それは、教育理念である 大覚円成
　
報恩行持」が具現化されたことになる。
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結論
　
本論では、本学園の建学の精神の現在化と教育理念の浸透の重要性について論じ、さらに、それらを基盤とした教
育経営戦略がどのように行われるべきかを本学園中高の事例を取り上げることで論じた。　
本学園は、仏教主義の であり、教育理念「大覚円成
　
報恩行持」の実現のために「行の教育」を根本にした
「宗教的信念」を持った人材を輩出することを目標としている。その教育は、教育理念に基づいた内発的動機を喚起する 課題探求型 学習によってこそ達成可能である。　
本学園は、今年度、創立九十周年記念式典を行い、創立百周年に向けて「建学 精神」のさらなる具現化のための
決意を新たにした。今後も、建学の精神 基盤にした仏教主義教育がますます円熟し成果を残していくためのさまざまな取り組みが期待される。　
【註】（
1）六十周年記念誌編集委員会編『総持学園鶴見女子中学高等学校創立六十周年記念誌
　
人々悉道器』
, 神奈川新聞社、一九八四年、
四九頁を参照
（
2）同、六八頁を参照
（
3）同書、八二頁を参照
（
4）同書、七三、七五頁を参照
（
5）ただし、神仏に対する強い信仰のようなものを背景としなければ、それは成就されないという考え方が「宗教的」という表現を
― 302 ―
導いた可能性があることには十分に留意する必要がある。
（
6）伊藤克子「来春の共学化に続いて、翌年、教科教室型の新校舎が誕生」『
N
ettyLand 』（エヌ・ティ・エス、二〇〇七年十二
月）四一頁を参照
（
7）この場合の「メーケット・イン」とは、受験生が必要としている教育（既存のニーズ）をダイレクトに提供することを指す。
（
8）この場合の「コンセプト・アウト」とは、その学校 持つ 育に関する特別な価値観を生徒と共有できるような環境を学校が作
り出していくことを指す。その学校に通うことで生じる教科教育以上の付加価値を生徒が感じることができれば、それは独自の価値観を有するブランドが成立していることになる。また、それを実現するためには、建学の精神の現在化と教育理念の浸透が重要になると考えられる。
（
9）前掲書
( 一九八四
) 、四一頁を参照
（
10）京都市立堀川高校の授業実践は、荒瀬 己『奇跡と呼ばれた学校―国公立大合格者
30倍のひみつ』（朝日新聞出版、二〇〇七
年）等でその詳細が紹介されている。
